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●
２
０
２
２
年
度
・
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
の
開
始

　

例
年
ど
お
り
、
６
月
支
給
の
給
与
か
ら
新

年
度
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
行
な
い

ま
す
。
各
社
員
の
住
所
地
の
市
区
町
村
か
ら

通
知
さ
れ
た
年
税
額
・
月
割
税
額
に
基
づ
い

て
、
２
０
２
２
年
６
月
〜
２
０
２
３
年
５
月

の
12
か
月
間
で
徴
収
・
納
付
し
ま
す
。
納
付

期
限
は
徴
収
し
た
月
の
翌
月
10
日
で
す
。

　

た
だ
し
、「
労
働
者
が
常
時
10
名
未
満
の

事
業
所
」
に
つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
住
民

税
、
源
泉
所
得
税
と
も
に
、
所
轄
税
務
署
・

市
区
町
村
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
半
年
分
ず
つ
、
年
２
回
に
ま
と
め
て
納

付
で
き
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
特
別
徴
収
住
民
税
の
２
０
２

１
年
12
月
〜
２
０
２
２
年
５
月
徴
収
分
は
、

６
月
10
日
が
納
付
期
限
で
す
。

●
売
掛
金
の
回
収
強
化

　

資
金
繰
り
に
支
障
を
来
さ
な
い
た
め
に
も

売
掛
金
の
管
理
・
回
収
が
重
要
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
に
加
え
、
原
油
価
格
の
上
昇
な
ど
厳

し
い
経
営
環
境
が
続
く
な
か
、
い
つ
に
も
増

し
て
、
債
権
管
理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
社
の
保
有
す
る
売
掛
金
に
つ
い
て
、

ス
ア
ッ
プ
、
ま
た
は
賃
下
げ
を
行
な
っ
た
企

業
で
は
、
６
月
の
給
与
支
払
い
後
、
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
報
酬
月
額

変
更
届
の
提
出
が
必
要
か
確
認
し
ま
す
。

　

健
康
保
険
の
最
高
等
級
に
達
す
る
人
や
新

入
社
員
を
除
い
て
、
次
の
３
つ
の
要
件
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
人
が
提
出
対
象
で
す
。

①　

昇
給
ま
た
は
降
給
が
あ
り
、
固
定
的
賃

金
（
基
本
給
・
役
付
手
当
・
技
術
手
当
・

住
宅
手
当
・
家
族
手
当
・
勤
務
地
手
当
な

ど
）
に
変
動
が
あ
っ
た
こ
と

②　

固
定
的
賃
金
が
変
動
し
た
月
か
ら
３
か

月
間
連
続
し
て
、
報
酬
の
支
払
基
礎
日
数

が
17
日
以
上
あ
る
こ
と

③　

該
当
す
る
３
か
月
間
の
報
酬
の
平
均
月

額
が
、
従
前
の
標
準
報
酬
月
額
と
比
べ
て

２
等
級
以
上
の
差
が
あ
る
こ
と

　

月
額
変
更
届
は
、
７
月
中
に
所
轄
の
年
金

事
務
所
（
あ
る
い
は
健
康
保
険
組
合
）
に
提

出
し
、
８
月
に
支
払
う
給
与
か
ら
改
定
後
の

新
保
険
料
に
よ
る
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
６
月
ま

で
の
間
に
新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
休
業
に
伴
い
報
酬
が
著

し
く
下
が
っ
た
場
合
、
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
保
険
料
の
標
準
報
酬
月
額
を
、
通
常
の
随

時
改
定
（
４
か
月
目
に
改
定
）
に
よ
ら
ず
、

急
減
月
の
翌
月
を
改
定
月
と
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
こ
の
特
例
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る

の
は
、
次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
当
て
は

・
予
定
ど
お
り
入
金
さ
れ
て
い
る
か

・
不
良
化
の
危
険
が
あ
る
売
掛
金
は
な
い
か

・
不
良
化
の
危
険
が
あ
る
場
合
、
そ
の
対
策

を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
か

な
ど
、
営
業
担
当
者
の
意
見
も
聞
き
つ
つ
、

入
念
に
確
認
・
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

30
㌻
で
は
、
取
引
先
の
与
信
限
度
額
を
見

直
す
際
の
留
意
点
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

●
夏
物
商
戦
の
資
金
対
策

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
の
夏
物
商
戦
の
本

格
化
に
伴
い
、
商
品
の
仕
入
増
加
、
販
売
員

や
配
送
要
員
の
臨
時
雇
用
な
ど
、
平
常
月
と

は
異
な
る
資
金
需
要
が
発
生
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
必
要
資
金
の
額
と
時
期
を

確
認
し
、
自
己
資
金
で
賄
え
る
か
ど
う
か
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。
取
引
金
融
機
関
か
ら
の

運
転
資
金
の
借
入
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
早
め

に
、
そ
の
旨
を
打
診
し
て
お
き
ま
す
。

●
健
保
・
厚
年
の
被
保
険
者
報
酬
月
額
変
更

届
の
提
出
要
否
の
チ
ェ
ッ
ク

　

被
保
険
者
の
報
酬
が
昇
給
等
に
よ
っ
て
大

幅
に
変
動
し
た
場
合
は
、
定
時
決
定
を
待
た

ず
に
標
準
報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
「
随
時
改
定
」
と
い
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
定
期
昇
給
や
ベ
ー
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ま
る
場
合
で
す
。

①　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
休
業
（
時
間
単
位
を
含
む
）
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
１
月
か

ら
６
月
ま
で
の
間
に
、
報
酬
が
著
し
く
下

が
っ
た
月
が
生
じ
た
場
合

②　

著
し
く
報
酬
が
下
が
っ
た
月
に
支
払
わ

れ
た
報
酬
の
総
額
（
１
か
月
分
）
が
、
す

で
に
設
定
さ
れ
て
い
る
標
準
報
酬
月
額
に

比
べ
て
２
等
級
以
上
下
が
っ
た
場
合
（
固

定
的
賃
金
の
変
動
が
な
い
場
合
も
対
象
と

な
り
ま
す
）

③　

本
特
例
措
置
に
よ
る
改
定
内
容
に
本
人

が
書
面
に
よ
り
同
意
し
て
い
る
場
合

　

な
お
、
７
月
に
入
る
と
、
す
ぐ
に
報
酬
月

額
算
定
基
礎
届
の
提
出
事
務
（
７
月
11
日
が

期
限
）
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
早
め
に
準
備
に

取
り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

●
夏
季
賞
与
額
の
決
定
と
支
給

　

一
般
企
業
の
場
合
、
夏
季
賞
与
の
支
給
日

は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
設
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
大
半
の
よ
う
で
す
。

　

夏
季
賞
与
を
支
給
す
る
企
業
で
は
、
必
要

な
資
料
を
揃
え
、
支
給
原
資
の
検
討
や
各
人

の
考
課
・
査
定
を
進
め
て
つ
つ
が
な
く
支
給

が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

64
㌻
で
は
、
直
近
の
景
気
指
標
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
中
小
企
業
の
今
夏
賞
与
の
支
給
相

場
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
賞
与
支
給
額
の
検

討
材
料
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
毎
年
４
月
１
日

か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
（
保

険
年
度
）
を
単
位
と
し
て
、
す
べ
て
の
労
働

者
（
雇
用
保
険
に
つ
い
て
は
被
保
険
者
）
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
の
総
額
に
、
そ
の
事
業
ご

と
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料
率
を
乗
じ
て
算
定

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
業
主
は
、
前
年

度
の
確
定
保
険
料
の
精
算
と
新
年
度
の
概
算

保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
の
申
告
・
納
付
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
労
働

保
険
の
「
年
度
更
新
」
と
い
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
６
月

１
日
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
最
終
期
限

は
７
月
11
日
で
す
が
、
６
月
中
に
は
目
処
を

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
と
し
は
４
月
か
ら
事
業
主
負
担

の
雇
用
保
険
の
保
険
料
率
が
変
更
と
な
り
、

10
月
か
ら
は
労
働
者
負
担
・
事
業
主
負
担
の

保
険
料
率
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
例
年
と
異

な
り
、
年
度
の
途
中
か
ら
保
険
料
率
が
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
賞
与
か
ら
の
健
保
・
厚
年
の
保
険
料
控
除

　

６
月
に
賞
与
を
支
給
し
た
事
業
所
で
は
、

賞
与
か
ら
本
人
負
担
分
の
健
康
保
険
と
厚
生

年
金
保
険
の
保
険
料
（
40
歳
以
上
は
介
護
保

険
料
も
）
を
控
除
し
ま
す
。

　

ま
た
、
賞
与
等
の
支
給
に
際
し
て
「
被
保

険
者
賞
与
支
払
届
」
を
作
成
し
、
支
給
日
か

ら
５
日
以
内
に
、
所
轄
の
年
金
事
務
所
（
あ

る
い
は
健
康
保
険
組
合
）
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

賞
与
に
係
る
保
険
料
は
、
被
保
険
者
負
担

分
と
会
社
負
担
分
と
を
合
わ
せ
て
、
納
入
告

知
書
に
従
っ
て
、
支
給
月
の
翌
月
末
ま
で
に

納
付
し
ま
す
。

●
来
春
新
卒
予
定
者
の
採
用
活
動

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
の
採
用
活
動
は

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
試
行

錯
誤
が
続
い
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
説
明
会
・
面
接
の
実
施
な
ど
だ
け
で
な

く
、
秋
採
用
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
、
選
考

期
間
の
調
整
と
い
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
来
春
の
中
学
・
高
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
を
考
え
て
い
る
企
業
で
は
、
所
轄
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
日
程
な
ど
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
新
入
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー

　

長
期
雇
用
を
前
提
に
社
員
を
採
用
す
る
際

に
は
、
適
性
判
断
の
た
め
、
３
か
月
程
度
の

試
用
期
間
を
定
め
て
い
る
企
業
が
多
い
で
し

ょ
う
。
４
月
入
社
の
新
入
社
員
の
場
合
は
、

７
月
か
ら
正
式
採
用
と
な
り
ま
す
。

　

正
式
採
用
に
あ
た
っ
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
研
修
や
、
社
長
や
役
員
と
の
面
談
な
ど

を
考
え
た
い
時
期
で
す
。
離
職
を
防
ぐ
た
め

に
も
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
ょ
う
。
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●
高
年
齢
者
雇
用
状
況
報
告
書
・
障
害
者
雇

用
状
況
報
告
書
の
提
出

　

こ
れ
ら
は
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
高
年
齢

者
、
障
害
者
の
雇
用
状
況
（
役
員
・
兼
務
役

員
を
除
く
）
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
対
し
て

原
則
７
月
15
日
ま
で
に
提
出
（
郵
送
ま
た
は

電
子
申
請
）
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
や
地

域
ご
と
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
期
限
が
変
更

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
等
へ
の
取
組
み

　

厚
生
労
働
省
は
、
例
年
６
月
を
「
外
国
人

労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と
し
、
外
国
人
労

働
者
の
就
労
環
境
の
改
善
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
外
国
人
労
働
者
は
、
派
遣
や
請
負

の
就
労
形
態
で
の
雇
用
が
多
く
、
な
か
に
は

労
働
・
社
会
保
険
関
係
法
令
等
が
守
ら
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
企
業
は
、
こ
の
機
会

に
、
自
社
の
就
労
条
件
等
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
定
時
株
主
総
会
の
登
記
事
項
の
チ
ェ
ッ
ク

　

６
月
（
ま
た
は
５
月
）
は
、
３
月
決
算
法

人
の
定
時
株
主
総
会
の
開
催
時
期
で
す
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
政
府

も
株
主
総
会
の
延
期
な
ど
柔
軟
な
開
催
を
認

め
て
い
ま
す
）。

　

増
資
や
取
締
役
の
変
更
（
任
期
満
了
に
伴

う
再
任
も
含
む
）
な
ど
法
定
登
記
事
項
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
変
更
登

記
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
住
所
変
更
や
婚

姻
に
よ
る
氏
名
変
更
な
ど
、
登
記
簿
に
記
載

さ
れ
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
も
、

変
更
登
記
が
必
要
で
す
。

●
業
界
団
体
等
の
総
会
へ
の
参
加

　

６
月
は
商
工
会
、
法
人
会
な
ど
各
種
業
界

団
体
の
総
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

日
程
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
出
席
す
る
か
否
か

を
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
規
模
の
縮
小
や
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
、
書
面
開
催
な
ど
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
適
宜
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
梅
雨
ど
き
の
各
種
対
策

　

６
月
に
な
る
と
雨
の
日
が
多
く
な
り
、
湿

度
や
気
温
も
高
く
な
り
ま
す
か
ら
、
次
の
よ

う
な
点
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

・
浸
水
な
ど
の
災
害
対
策
、
湿
気
・
雨
漏
り

な
ど
に
よ
る
不
良
在
庫
の
発
生
防
止

・
降
雨
等
に
よ
る
自
動
車
事
故
の
防
止

・
郵
便
物
等
の
水
濡
れ
防
止

・
食
中
毒
の
防
止
や
健
康
・
衛
生
面
の
管
理

強
化

　

職
場
の
湿
度
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛

生
規
則
で
「
事
業
者
は
、
暑
熱
、
寒
冷
又
は

多
湿
の
屋
内
作
業
場
で
、
有
害
の
お
そ
れ
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
冷
房
、
暖
房
、
通

風
等
適
当
な
温
湿
度
調
節
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
室
内
に
い
て
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
は

あ
り
、
特
に
体
を
動
か
す
工
場
な
ど
で
は
、

よ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
の
際
は
、
強
い
負
荷

の
作
業
を
避
け
、
ノ
ド
が
渇
い
て
い
な
く
て

も
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
安
全
で
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

●
安
全
対
策
の
検
討
と
見
直
し

　

消
防
庁
は
、
毎
年
６
月
の
第
２
週
を
危
険

物
安
全
週
間
と
定
め
、
火
災
発
生
の
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
な
い
ま

す
。
危
険
物
と
は
、
消
防
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険

性
を
持
っ
た
物
品
を
い
い
ま
す
。

・
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

・
消
火
の
困
難
性
が
高
い

　

私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ

ン
・
灯
油
・
油
性
塗
料
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
６
月
10
日
〜
16
日
は
火
薬
類

危
害
予
防
週
間
（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）、

６
月
は
全
国
安
全
週
間
（
７
月
１
日
〜
７

日
）
の
準
備
期
間
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
機
に
、
社
員
の
意
識
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を
高
め
、
職
場
の
安
全
対
策
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

●
中
元
・
暑
中
見
舞
状
の
手
配

　

中
元
を
贈
る
場
合
に
は
、
６
月
中
に
各
部

署
か
ら
贈
答
先
名
簿
の
提
出
を
受
け
、
百
貨

店
な
ど
に
発
注
し
ま
す
。

　

暑
中
見
舞
状
を
出
す
場
合
は
、
デ
ザ
イ
ン

を
決
め
、
挨
拶
の
文
言
を
印
刷
し
て
お
き
ま

す
。
差
出
先
の
名
簿
が
整
い
次
第
、
宛
名
書

き
を
始
め
ま
す
。

　

各
種
紙
誌
へ
暑
中
見
舞
広
告
を
掲
載
す
る

企
業
は
、
そ
の
手
配
も
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
７
月
〜
９
月
の
業
務
日
程
の
確
認

　

４
月
に
新
年
度
入
り
し
た
企
業
は
、
７
月

か
ら
第
２
四
半
期
が
始
ま
り
ま
す
。
四
半
期

ご
と
の
業
務
日
程
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
夏
季
休
暇
を
実
施
す
る
企
業
で
は
、
社

内
的
な
日
程
調
整
、
取
引
先
等
へ
の
通
知
、

相
手
方
の
日
程
確
認
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

88
㌻
で
は
、
７
月
〜
９
月
の
主
な
業
務
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

▽
全
国
安
全
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
（
７
月

１
日
〜
７
日
）

▽
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

報
酬
月
額
算
定
基
礎
届
の
提
出
事
務
が
あ

り
ま
す
（
７
月
１
日
〜
11
日
ま
で
）

▽
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
の
期
限
で

す
（
７
月
11
日
ま
で
）

民族の音楽　ボブ・ディラン
　1950年代半ばにフォークソングブームが沸き起こ
り、59年、ニューポート・フォーク・フェスティバルが

始まる。ポリティカルに連帯感をつなぎながら波のよ
うに社会に広まった。ボブ・ディランは63年に出演。
62年に出した最初の LPですでにスターだった。2016
年にノーベル文学賞を受賞した。�（切絵・文＝前田尋）


